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9.  研究実績の概要 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。 

 
本研究では、植物の微小管構造の形成・維持に関与する新たな因子の同定と、分子メカ
ニズムの解明を目指している。我々のグループでは、シロイヌナズナの変異体の解析に
よりMAPキナーゼフォスファターゼ様PHS1を単離しており、C792S不活性型PHS1が強力な
間期表層微小管の不安定化を引き起こす事を明らかにしている。そこで、この遺伝子を
利用し、以下の3項目を3年間で行う。 
１） 不活性型PHS1を用いて、間期表層微小管の形成･維持に関わる因子の同定 
２） 表層微小管を積極的に不安定にする因子の探索 
３） PHS1に関連のあるMAPキナーゼカスケードの同定 
1)について、C792S不活性型PHS1を発現した植物に対して、Fox-hunting法を試みた。し
かし、不活性型植物は、湿潤・乾燥のコントロールが難しく、スクリーニングに必要な
だけの種子を得られなかった。実際、得られた種子からは抑圧変異体は得られなかった
。現在、EMS処理によるスクリーニングも行い、表現型を抑圧する変異体の単離を試みて
いる。すでに,20系統ほど候補が得られており、現在、さらなる検証を行っている。また
、Fox-huntingを行うことが可能になるように、限定した器官で不活性型PHS1植物が発現
する植物を作成中である。 
2)について、現在、共発現データベースATTEDなどを用いて、PHS1と発現相関性の高い、
キナーゼ、及びMAPキナーゼも含めてクローニングを行っている。さらに、すでに報告の
あるMAPsについても、可視化マーカ作成を行っている。 
3)について、現在DグループMPKの一部の４重変異体が完成した。しかし、微小管関連の
表現型どころか、ほぼ野生型を示した。さらなる、多重変異体を作出中である。 
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